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　【属性別集計結果】

  【経年変化】

　「安心できる存在・場所であること」が、どの調査年度においても高い割合を占めている。

　「いざというときに力になってくれること」は、小学生、中学生、高校生のいずれも、女子のほう
がポイントが高い。
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図１５－２ 家族や家庭に大切なもの（Ｎ＝１，１０６） 

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること 

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること 

いざというとき力になってくれること その他 

45.9  

49.5  

49.6  

46.7  

45.0  

47.6  

14.9  

13.2  

13.8  

14.4  

16.1  

12.4  

11.8  

13.1  

12.4  

9.2  

14.6  

13.8  

14.0  

13.5  

11.9  

14.4  

11.7  

13.8  

12.3  

9.2  

10.4  

13.9  

11.4  

10.7  

1.1  

1.4  

1.9  

1.4  

1.2  

1.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H26

H28

H30

R2

R4

図１５－３ 家族や家庭に大切なもの 

安心できる存在・場所であること 生きていくうえで大切なことを教えてくれること 

お互いに信頼し合えること 衣食住など日常生活を支えてくれること 

いざというとき力になってくれること その他 

４４　　自自分分ののこことと
＜＜  自自己己へへのの評評価価  ＞＞

問８　あなた自身のことについてお聞きします。

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問８（１） 　あなたは自分のことが好きですか。一つ選んでください。

　自分のことが好きかどうか尋ねたところ、「どちらかといえば好き」が４４．３％で最も高い。
「好き」と「どちらかといえば好き」を合わせた『好き』は、６７．４％となっている。

　『好き』は、中学生が６８．４％で最も高く、以下、小学生（６８．２％）、高校生（６５．４％）と
なっている。

　『好き』は、小学生男子が７４．６％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれも、
男子のほうが女子よりも高い。
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図１６－１ 自己への評価（Ｎ＝１，１１４） 

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい 
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好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい 
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  【経年変化】

　【学校種別経年変化】

　『好き』は、全体では増加傾向だが、小学生は減少傾向、中学生と高校生は増加傾向にあ
る。
　一方、「きらい」は、全体では減少しているが、小学生が増加傾向、中学生と高校生が減少
傾向にある。

　『好き』は、平成２４年度以降、６０％前後で推移しているが、令和４年度は、令和２年度から
５ポイント増加して６７．４％となっている。
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図１６－３ 自己への評価 
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＜＜  ききままりりややルルーールルへへのの評評価価  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問８（２） 　あなたは、きまりやルールをきちんと守るほうですか。一つ選んでください。

　きまりやルールをきちんと守るほうかどうかを尋ねたところ、「ややそう思う」が５５．６％で最
も高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、８５．５％となっている。

　『そう思う』は、高校生が８８．２％で最も高く、以下、中学生（８５．４％）、小学生（８３．４％）
となっている。

　『そう思う』は、高校生女子が９１．３％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれ
も女子のほうが男子よりもポイントが高い。
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 



41

  【経年変化】

　【学校種別経年変化】

　『好き』は、全体では増加傾向だが、小学生は減少傾向、中学生と高校生は増加傾向にあ
る。
　一方、「きらい」は、全体では減少しているが、小学生が増加傾向、中学生と高校生が減少
傾向にある。

　『好き』は、平成２４年度以降、６０％前後で推移しているが、令和４年度は、令和２年度から
５ポイント増加して６７．４％となっている。
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図１６－３ 自己への評価 

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい 
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＜＜  ききままりりややルルーールルへへのの評評価価  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問８（２） 　あなたは、きまりやルールをきちんと守るほうですか。一つ選んでください。

　きまりやルールをきちんと守るほうかどうかを尋ねたところ、「ややそう思う」が５５．６％で最
も高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、８５．５％となっている。

　『そう思う』は、高校生が８８．２％で最も高く、以下、中学生（８５．４％）、小学生（８３．４％）
となっている。

　『そう思う』は、高校生女子が９１．３％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれ
も女子のほうが男子よりもポイントが高い。
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図１７－１ きまりやルールへの評価（Ｎ＝１，１１６） 
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図１７－２ きまりやルールへの評価（Ｎ＝１，１１６） 

そう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 
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  【経年変化】

　『そう思う』は、平成２８年度からほぼ横ばいとなっている。
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  【経年変化】

　『そう思う』は、平成２８年度からほぼ横ばいとなっている。
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＜＜  自自然然へへのの感感動動  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問８（３）  あなたは、自然の素晴らしさにふれると感動するほうですか。一つ選んでください。

　自然の素晴らしさにふれると感動するかどうかを尋ねたところ、「そう思う」が４１．０％で最も
高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、７８．８％となっている。

　『そう思う』は、高校生が８６．１％で最も高く、以下、中学生（８０．３％）、小学生（７０．６％）と
なっている。

　『そう思う』は、高校生女子が８８．９％で最も高い。また、小学生及び高校生は、女子のほう
が男子よりも高く、中学生は、男子のほうが女子よりも高い。
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図１８－１ 自然への感動（Ｎ＝１，１１８） 
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  【経年変化】

＜＜  芸芸術術へへのの感感動動  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問８（４）
　あなたは、映画や音楽、美術作品を鑑賞して感動するほうですか。一つ選んでく
ださい。

　映画や音楽、美術作品を鑑賞して感動するかどうかを尋ねたところ、「そう思う」が５０．８％で
最も高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、８２．６％となっている。

　『そう思う』は、高校生が８９．５％で最も高く、以下、中学生（８２．７％）、小学生（７６．０％）と
なっている。

　『そう思う』は、増加傾向にあり、特に「そう思う」は増加している。
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図１９－１ 芸術への感動（Ｎ＝１，１１７） 
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　【属性別集計結果】

  【経年変化】

　『そう思う』は、増加傾向にあり、特に「そう思う」は増加している。

　『そう思う』は、高校生女子が９１．４％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれ
も、女子のほうが男子よりもポイントが高い。「そう思う」も同様である。
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図１９－２ 芸術への感動（Ｎ＝１，１１７） 
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  【経年変化】

＜＜  芸芸術術へへのの感感動動  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問８（４）
　あなたは、映画や音楽、美術作品を鑑賞して感動するほうですか。一つ選んでく
ださい。

　映画や音楽、美術作品を鑑賞して感動するかどうかを尋ねたところ、「そう思う」が５０．８％で
最も高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、８２．６％となっている。

　『そう思う』は、高校生が８９．５％で最も高く、以下、中学生（８２．７％）、小学生（７６．０％）と
なっている。

　『そう思う』は、増加傾向にあり、特に「そう思う」は増加している。
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　【属性別集計結果】

  【経年変化】

　『そう思う』は、増加傾向にあり、特に「そう思う」は増加している。

　『そう思う』は、高校生女子が９１．４％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれ
も、女子のほうが男子よりもポイントが高い。「そう思う」も同様である。
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＜＜自自身身へへのの思思いいややりり  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問９ 　あなたは、自分自身を大切にしていますか。一つ選んでください。

　自分自身を大切にしているかどうかを尋ねたところ、「どちらかといえばしている」が
４２．８％で最も高い。「している」と「どちらかといえばしている」を合わせた『している』は、
８５．５％となっている。

　『している』は、小学生が８７．８％で最も高く、以下、中学生（８５．０％）、高校生
（８３．９％）となっている。

　『している』は、小学生男子が９０．０％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれ
も、男子のほうが女子よりもポイントが高い。
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  【経年変化】

　『している』は、８０％台で推移している。
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＜＜自自身身へへのの思思いいややりり  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問９ 　あなたは、自分自身を大切にしていますか。一つ選んでください。

　自分自身を大切にしているかどうかを尋ねたところ、「どちらかといえばしている」が
４２．８％で最も高い。「している」と「どちらかといえばしている」を合わせた『している』は、
８５．５％となっている。

　『している』は、小学生が８７．８％で最も高く、以下、中学生（８５．０％）、高校生
（８３．９％）となっている。

　『している』は、小学生男子が９０．０％で最も高い。また、小学生、中学生、高校生のいずれ
も、男子のほうが女子よりもポイントが高い。
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  【経年変化】

　『している』は、８０％台で推移している。
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＜＜他他人人へへのの思思いいややりり  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１０
　あなたは、他人に対して思いやりをもって接するよう心がけていますか。一つ選
んでください。

　他人に対して思いやりをもって接するよう心がけているかどうかを尋ねたところ、「している」
が５５．８％で最も高い。「している」と「どちらかといえばしている」を合わせた『している』は、
９５．０％となっている。

　『している』は、高校生が９６．３％で最も高く、以下、中学生（９５．２％）、小学生（９３．５％）
となっている。

　『している』は、高校生女子が９８．８％で最も高く、小学生、中学生、高校生のいずれも、
９０．０％を超えている。
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している どちらかといえばしている どちらかといえばしていない していない 

42.8  

52.5  

53.6  

62.9  

56.3  

71.0  

47.8  

44.3  

42.3  

31.4  

38.0  

27.8  

7.5  

2.7  

3.2  

4.4  

4.7  

1.2  

2.0  

0.5  

0.9  

1.3  

1.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】男子 

女子 

【中学生】男子 

女子 

【高校生】男子 

女子 

図２１－２ 他人への思いやり（Ｎ＝１，１１７） 

している どちらかといえばしている どちらかといえばしていない していない 

  【経年変化】
　『している』は、令和２年度までは、おおむね８５％程度で推移していたが、令和４年度は
９５．０％と約１０ポイント増加した。
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＜＜他他人人へへのの思思いいややりり  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１０
　あなたは、他人に対して思いやりをもって接するよう心がけていますか。一つ選
んでください。

　他人に対して思いやりをもって接するよう心がけているかどうかを尋ねたところ、「している」
が５５．８％で最も高い。「している」と「どちらかといえばしている」を合わせた『している』は、
９５．０％となっている。

　『している』は、高校生が９６．３％で最も高く、以下、中学生（９５．２％）、小学生（９３．５％）
となっている。

　『している』は、高校生女子が９８．８％で最も高く、小学生、中学生、高校生のいずれも、
９０．０％を超えている。
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  【経年変化】
　『している』は、令和２年度までは、おおむね８５％程度で推移していたが、令和４年度は
９５．０％と約１０ポイント増加した。

37.1  

42.3  

45.0  

35.8  

40.1  

55.8  

46.0  

42.3  

40.4  

45.6  

44.7  

39.2  

12.2  

12.0  

10.9  

13.8  

12.2  

4.0  

4.7  

3.4  

3.7  

4.9  

3.1  

1.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H24

H26

H28

H30

R2

R4

図２１－３ 他人への思いやり 

している どちらかといえばしている どちらかといえばしていない していない 



50

＜＜命命ににつついいてて  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１１ 　あなたは、自分や他人の命についてどう思いますか。一つ選んでください。

　自分や他人の命をどう思うかについて尋ねたところ、「大切だと思う」が８７．６％で最も高
い。「大切だと思う」と「どちらかといえば大切だと思う」を合わせた『大切だと思う』は、
９８．２％となっている。

　『大切だと思う』は、高校生が９８．６％で最も高く、以下、小学生（９８．４％）、中学生
（９７．６％）となっている。

　『大切だと思う』は、高校生女子が９８．８％で最も高い。また小学生、中学生、高校生のい
ずれも、男女の差はあまり見られない。
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  【経年変化】

　『大切だと思う』は、おおむね９８％前後で推移している。
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＜＜命命ににつついいてて  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１１ 　あなたは、自分や他人の命についてどう思いますか。一つ選んでください。

　自分や他人の命をどう思うかについて尋ねたところ、「大切だと思う」が８７．６％で最も高
い。「大切だと思う」と「どちらかといえば大切だと思う」を合わせた『大切だと思う』は、
９８．２％となっている。

　『大切だと思う』は、高校生が９８．６％で最も高く、以下、小学生（９８．４％）、中学生
（９７．６％）となっている。

　『大切だと思う』は、高校生女子が９８．８％で最も高い。また小学生、中学生、高校生のい
ずれも、男女の差はあまり見られない。
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  【経年変化】

　『大切だと思う』は、おおむね９８％前後で推移している。
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図２２－３ 自分や他人の命について 
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＜＜家家族族やや社社会会へへのの関関わわりりににつついいてて  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１２
　あなたは、家族や社会の一員として世の中の役に立っていると感じることがあり
ますか。一つ選んでください。

　世の中の役に立っていると感じるかについて尋ねたところ、「ややそう思う」が４１．８％で最
も高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、６１．２％となっている。

　『そう思う』は、小学生が６４．６％で最も高く、以下、中学生（６０．３％）、高校生（５８．５％）
となっている。

　『そう思う』は、小学生男子が６６．２％で最も高い。また、小学生と中学生では男子のほうが
ポイントが高く、高校生は女子のほうがポイントが高い。
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＜＜小小ささいい子子のの面面倒倒見見ににつついいてて  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１３
　あなたは、自分より年齢が低い子と遊んであげたり面倒を見ることはあります
か。一つ選んでください。

　自分より年齢が低い子と遊んだり面倒を見るかについて尋ねたところ、「何度もある」が
４２．２％で最も高い。「何度もある」と「ときどきある」を合わせた『ある』は、７１．９％となって
いる。

　『ある』は、小学生が８２．７％で最も高く、以下、中学生（７１．０％）、高校生（６０．９％）と
なっている。

　『ある』は、小学生女子が８３．６％で最も高い。また、学校種では、小学生と中学生では男
女の差はあまりないが、高校生では男女の差が大きくなっている。
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図２４－１ 小さい子の面倒見について（Ｎ＝１，１１５） 
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＜＜家家族族やや社社会会へへのの関関わわりりににつついいてて  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１２
　あなたは、家族や社会の一員として世の中の役に立っていると感じることがあり
ますか。一つ選んでください。

　世の中の役に立っていると感じるかについて尋ねたところ、「ややそう思う」が４１．８％で最
も高い。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせた『そう思う』は、６１．２％となっている。

　『そう思う』は、小学生が６４．６％で最も高く、以下、中学生（６０．３％）、高校生（５８．５％）
となっている。

　『そう思う』は、小学生男子が６６．２％で最も高い。また、小学生と中学生では男子のほうが
ポイントが高く、高校生は女子のほうがポイントが高い。
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＜＜小小ささいい子子のの面面倒倒見見ににつついいてて  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【属性別集計結果】

問１３
　あなたは、自分より年齢が低い子と遊んであげたり面倒を見ることはあります
か。一つ選んでください。

　自分より年齢が低い子と遊んだり面倒を見るかについて尋ねたところ、「何度もある」が
４２．２％で最も高い。「何度もある」と「ときどきある」を合わせた『ある』は、７１．９％となって
いる。

　『ある』は、小学生が８２．７％で最も高く、以下、中学生（７１．０％）、高校生（６０．９％）と
なっている。

　『ある』は、小学生女子が８３．６％で最も高い。また、学校種では、小学生と中学生では男
女の差はあまりないが、高校生では男女の差が大きくなっている。
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＜＜居居心心地地ののいいいい場場所所＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問１４
　今のあなたにとって、居心地のいい場所はどこですか。あてはまるものをいくつで
も選んでください。

　居心地のいい場所について尋ねたところ、「自分の部屋」が７８．１％で最も高く、以下、「家庭
（親族の家を含む）」（５８．６％）、「インターネット空間」（２７．１％）の順となっている。

　小学生、中学生、高校生のいずれも、「自分の部屋」（小学生：７１．６％、中学生：７６．８％、高
校生：８６．６％）の割合が最も高い。
　以下、「家庭（親族の家を含む）」（小学生：５９．４％、中学生：６２．１％、高校生：５４．０％）の
順となっている。
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図２５－１ 居心地のいい場所（Ｎ＝１，１１６） 

自分の部屋 家庭（親族の家を含む） 学校 地域（住んでいる場所や施設など） インターネット空間 その他 

　【属性別集計結果】

　「家庭（親族の家を含む）」については、高校生女子が高校生男子より１０ポイント以上高い。ま
た、「地域（住んでいる場所や施設など）」については、小学生と中学生において、男子のほうが
女子よりも１０ポイント以上高い。
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図２５－２ 居心地のいい場所（Ｎ＝１，１１６） 

自分の部屋 家庭（親族の家を含む） 学校 地域（住んでいる場所や施設など） インターネット空間 その他 
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＜＜居居心心地地ののいいいい場場所所＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問１４
　今のあなたにとって、居心地のいい場所はどこですか。あてはまるものをいくつで
も選んでください。

　居心地のいい場所について尋ねたところ、「自分の部屋」が７８．１％で最も高く、以下、「家庭
（親族の家を含む）」（５８．６％）、「インターネット空間」（２７．１％）の順となっている。

　小学生、中学生、高校生のいずれも、「自分の部屋」（小学生：７１．６％、中学生：７６．８％、高
校生：８６．６％）の割合が最も高い。
　以下、「家庭（親族の家を含む）」（小学生：５９．４％、中学生：６２．１％、高校生：５４．０％）の
順となっている。

78.1  

71.6  

76.8  

86.6  

58.6  

59.4  

62.1  

54.0  

24.7  

26.8  

26.8  

20.2  

15.4  

19.3  

17.9  

8.5  

27.1  

35.2  

26.3  

19.0  

6.5  

8.6  

7.6  

2.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 

小学生 

中学生 

高校生 

図２５－１ 居心地のいい場所（Ｎ＝１，１１６） 

自分の部屋 家庭（親族の家を含む） 学校 地域（住んでいる場所や施設など） インターネット空間 その他 

　【属性別集計結果】

　「家庭（親族の家を含む）」については、高校生女子が高校生男子より１０ポイント以上高い。ま
た、「地域（住んでいる場所や施設など）」については、小学生と中学生において、男子のほうが
女子よりも１０ポイント以上高い。

69.7  

73.8  

77.3  

76.3  

88.9  

84.0  

60.2  

58.5  

65.5  

57.5  

48.4  

60.5  

26.4  

27.3  

30.0  

22.5  

21.6  

18.5  

26.4  

11.5  

23.2  

10.6  

7.4  

9.9  

36.3  

33.9  

25.0  

28.1  

19.5  

18.5  

10.4  

6.6  

5.5  

10.6  

2.6  

3.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【小学生】男子 

女子 

【中学生】男子 

女子 

【高校生】男子 

女子 

図２５－２ 居心地のいい場所（Ｎ＝１，１１６） 

自分の部屋 家庭（親族の家を含む） 学校 地域（住んでいる場所や施設など） インターネット空間 その他 



56

＜＜  悩悩みみごごとと  ＞＞

　【全体集計結果】

　
　【学校種別集計結果】

　悩みごとについて尋ねたところ、「勉強、成績のこと」が５１．７％で最も高く、以下、「将来のこ
と」（４４．６％）、「進学のこと」（３７．７％）の順となっている。

問１５
　あなたには、どんな悩みごとがありますか。　あてはまるものをいくつでも選んでく
ださい。ない場合は、17を選んでください。

　小学生では、「勉強、成績のこと」（３４．５％）「将来のこと」（３４．２％）、「顔や体型のこと」
（２７．４％）の順となっている。
　中学生では、「勉強、成績のこと」（６０．３％）、「進学のこと」（４８．１％）、「将来のこと」
（４７．６％）の順となっている。
　高校生では、「勉強、成績のこと」（６１．０％）、「将来のこと」（５２．５％）、「進学のこと」
（４８．３％）の順となっている。

12.8  

51.7  

24.0  

20.4  

6.5  

9.4  

9.6  

37.7  

25.4  

44.6  

20.4  

27.4  

5.2  

15.2  

3.9  

1.2  

19.8  

12.3  

34.5  

14.4  

24.0  

6.8  

12.5  

8.6  

17.5  

18.3  

34.2  

18.3  

27.4  

6.0  

15.4  

7.6  

1.6  

26.9  

13.8  

60.3  

30.2  

20.6  

7.9  

9.3  

8.5  

48.1  

31.7  

47.6  

23.8  

27.5  

6.6  

14.0  

2.6  

1.6  

16.7  

12.4  

61.0  

28.0  

16.1  

4.8  

6.2  

11.9  

48.3  

26.3  

52.5  

19.2  

27.1  

2.8  

16.1  

1.4  

0.3  

15.5  

0% 20% 40% 60% 80%

家庭、家族のこと 

勉強、成績のこと 

部活動のこと 

友だちのこと 

先生のこと 

スポーツ、遊びのこと 

異性のこと 

進学のこと 

就職のこと 

将来のこと 

性格のこと 

顔や体型のこと 

病気のこと 

お小遣い、お金のこと 

いじめのこと 

その他 

悩みごとはない 

図２６－１ 悩みごとについて（Ｎ＝１，１１５） 
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  【経年変化】

　「勉強・成績のこと」「進学のこと」「将来のこと」の割合が依然として高い。
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＜＜  悩悩みみごごとと  ＞＞

　【全体集計結果】

　
　【学校種別集計結果】

　悩みごとについて尋ねたところ、「勉強、成績のこと」が５１．７％で最も高く、以下、「将来のこ
と」（４４．６％）、「進学のこと」（３７．７％）の順となっている。

問１５
　あなたには、どんな悩みごとがありますか。　あてはまるものをいくつでも選んでく
ださい。ない場合は、17を選んでください。

　小学生では、「勉強、成績のこと」（３４．５％）「将来のこと」（３４．２％）、「顔や体型のこと」
（２７．４％）の順となっている。
　中学生では、「勉強、成績のこと」（６０．３％）、「進学のこと」（４８．１％）、「将来のこと」
（４７．６％）の順となっている。
　高校生では、「勉強、成績のこと」（６１．０％）、「将来のこと」（５２．５％）、「進学のこと」
（４８．３％）の順となっている。
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図２６－１ 悩みごとについて（Ｎ＝１，１１５） 

全 体 小学生 中学生 高校生 

  【経年変化】

　「勉強・成績のこと」「進学のこと」「将来のこと」の割合が依然として高い。

12.2  

13.2  

12.4  

13.6  

11.7  

12.8  

55.9  

56.5  

52.9  

53.5  

52.5  

51.7  

27.0  

30.2  

28.6  

27.1  

26.9  

24.0  

23.4  

20.8  

19.1  

20.3  

22.1  

20.4  

7.5  

6.2  

6.6  

3.7  

6.6  

6.5  

8.1  

7.8  

6.3  

5.8  

7.2  

9.4  

14.8  

10.6  

10.9  

9.9  

11.1  

9.6  

37.3  

41.1  

37.3  

36.0  

38.8  

37.7  

21.7  

21.8  

21.1  

18.5  

19.4  

25.4  

43.7  

43.9  

43.5  

42.8  

46.0  

44.6  

21.1  

23.1  

17.1  

20.7  

25.7  

20.4  

28.2  

25.2  

23.7  

23.9  

30.9  

27.4  

5.4  

5.6  

4.9  

5.3  

5.2  

21.2  

15.6  

17.6  

15.9  

12.3  

15.2  

4.7  

2.6  

2.2  

2.2  

2.7  

3.9  

1.5  

1.2  

2.0  

1.5  

1.5  

1.2  

13.7  

11.7  

13.4  

18.5  

17.7  

19.8  

H24

H26

H28

H30

R2

R4

図２６－２ 悩みごとについて 

家庭、家族のこと 勉強、成績のこと 部活動のこと 友だちのこと 
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（単位：%） 
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＜＜  悩悩みみごごととのの相相談談相相手手  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問１６（１）
　あなたがいろいろなことを相談する相手は誰ですか。　あてはまるものを、1～11の
中から、一つ選んでください。相談しない場合は12を選んでください。

　いろいろなことを相談する相手は誰かについて尋ねたところ、「お母さん」が３５．４％で最も高
く、以下、「友だち」（３３．６％）、「誰にも相談しない」（１３．５％）の順となっている。

　小学生では、「お母さん」（４０．９％）、「友だち」（２５．６％）、「誰にも相談しない」
（１２．５％）の順となっている。
　中学生では、「友だち」（３４．８％）、「お母さん」（３０．５％）、「誰にも相談しない」
（１７．８％）の順となっている。
　高校生では、「友だち」（４０．７％）、「お母さん」（３４．５％）、「誰にも相談しない」
（１０．２％）の順となっている。
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子ども１１０番など

その他

誰にも相談しない

図２７－１ いろいろなことの相談相手（Ｎ＝１，０６９）

全 体 小学生 中学生 高校生

  【経年変化】
　令和２年度と比較すると、「誰にも相談しない」が４．１ポイント減少し、「友だち」が４．７ポイント
増えている。
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図２７－２ いろいろなことの相談相手 

お父さん お母さん 
学校の先生 おじいさん・おばあさん 
兄弟・姉妹 先輩 
友だち 彼氏・彼女 
インターネットを通じた知り合い 子ども１１０番など 
その他 誰にも相談しない 
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＜＜  悩悩みみごごととのの相相談談相相手手  ＞＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

問１６（１）
　あなたがいろいろなことを相談する相手は誰ですか。　あてはまるものを、1～11の
中から、一つ選んでください。相談しない場合は12を選んでください。

　いろいろなことを相談する相手は誰かについて尋ねたところ、「お母さん」が３５．４％で最も高
く、以下、「友だち」（３３．６％）、「誰にも相談しない」（１３．５％）の順となっている。

　小学生では、「お母さん」（４０．９％）、「友だち」（２５．６％）、「誰にも相談しない」
（１２．５％）の順となっている。
　中学生では、「友だち」（３４．８％）、「お母さん」（３０．５％）、「誰にも相談しない」
（１７．８％）の順となっている。
　高校生では、「友だち」（４０．７％）、「お母さん」（３４．５％）、「誰にも相談しない」
（１０．２％）の順となっている。
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図２７－１ いろいろなことの相談相手（Ｎ＝１，０６９）

全 体 小学生 中学生 高校生

  【経年変化】
　令和２年度と比較すると、「誰にも相談しない」が４．１ポイント減少し、「友だち」が４．７ポイント
増えている。
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図２７－２ いろいろなことの相談相手 

お父さん お母さん 
学校の先生 おじいさん・おばあさん 
兄弟・姉妹 先輩 
友だち 彼氏・彼女 
インターネットを通じた知り合い 子ども１１０番など 
その他 誰にも相談しない 
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＜＜  相相談談ししなないい理理由由  ＞＞

　【全体集計結果】

　
　【学校種別集計結果】

問１６（２）
　（１）で「12　誰にも相談しない」を選んだ人はお答えください。それはなぜですか。
あてはまるものを一つ選んでください。

　誰にも相談しない理由について尋ねたところ、「自力で解決する」が３２．２％で最も高く、以下
「相談するほどの悩みではない」（２８．７％）、「他人に知られたくない」（１８．９％）の順となって
いる。

　小学生では、「自力で解決する」（３３．３％）「相談するほどの悩みではない」（２８．９％）、「他
人に知られたくない」（１７．８％）の順となっている。
　中学生では、「自力で解決する」（３７．１％）、「相談するほどの悩みではない」（２９．０％）、「他
人に知られたくない」「その他」（ともに１２．９％）の順となっている。
　高校生では、「他人に知られたくない」（３０．６％）、「相談するほどの悩みではない」
（２７．８％）、「自力で解決する」（２２．２％）の順となっている。
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図２８－１ 誰にも相談しない理由（Ｎ＝１４３） 

全 体 小学生 中学生 高校生 

  【経年変化】
　平成３０年度から「相談するほどの悩みではない」が減少傾向にあり、「自力で解決する」が増
加傾向にある。
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図２８－２ 誰にも相談しない理由（Ｎ＝１４３） 

相談相手がいない 恥ずかしい 他人に知られたくない 自力で解決する 

相談先が分からない 相談するほどの 
悩みではない 

その他 
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＜＜  相相談談ししなないい理理由由  ＞＞

　【全体集計結果】

　
　【学校種別集計結果】

問１６（２）
　（１）で「12　誰にも相談しない」を選んだ人はお答えください。それはなぜですか。
あてはまるものを一つ選んでください。

　誰にも相談しない理由について尋ねたところ、「自力で解決する」が３２．２％で最も高く、以下
「相談するほどの悩みではない」（２８．７％）、「他人に知られたくない」（１８．９％）の順となって
いる。

　小学生では、「自力で解決する」（３３．３％）「相談するほどの悩みではない」（２８．９％）、「他
人に知られたくない」（１７．８％）の順となっている。
　中学生では、「自力で解決する」（３７．１％）、「相談するほどの悩みではない」（２９．０％）、「他
人に知られたくない」「その他」（ともに１２．９％）の順となっている。
　高校生では、「他人に知られたくない」（３０．６％）、「相談するほどの悩みではない」
（２７．８％）、「自力で解決する」（２２．２％）の順となっている。
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図２８－１ 誰にも相談しない理由（Ｎ＝１４３） 

全 体 小学生 中学生 高校生 

  【経年変化】
　平成３０年度から「相談するほどの悩みではない」が減少傾向にあり、「自力で解決する」が増
加傾向にある。
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図２８－２ 誰にも相談しない理由（Ｎ＝１４３） 
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